
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの 

学校と社会を 

変えていく 
いま、ここからはじめる 市民の〈協働・自治〉 

１ 『おとなと子どもの市民宣言』を読む ～「文化をつくる」市民へ～ 

２ 基調講演 

「しっかりしようぜ！イマドキのおとな ～未来をあきらめないために～」 

  講師 住友
すみとも

 剛
つよし

さん (京都精華大学教授：教育学・子どもの人権論) 

３ パネルディスカッション 

「これからの学校と社会を変える、はじめの第一歩。」 

● 高山
たかやま

 桂
けい

さん (吹田市立中学校教諭) 中学校の「あたりまえ」を見なおす 

● 榎原
えのきはら

 佳
よし

江
え

さん (大阪府立高校教諭) 政治の現実に向き合う主権者教育 

● 中東
ながひがし

 潤
じゅん

さん (交野市在住 保護者) 学校統廃合問題から住民自治の模索へ 

7/16 

(日) 
13：30- 

16:30 

HRC ビル 

4 階 

研修室 

会場 40名 

ｵﾝﾗｲﾝ100 名 
(申込先着順) 

おとな 1,000 円 / 18 歳未満 無料 / 子ども情報研究センター会員 500 円 

右のQR コードより、Peatix イベントページのチケット申込み手続きにお進みください。 

［主催］公益社団法人子ども情報研究センター 〈協働・自治〉の文化をつくる市民研究部会 

［お問い合わせ］子ども情報研究センター事務局  E - m a i l ： k e n s h u @ k o j o k e n . j p 

市民研究部会 
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「考える」市民から、「文化をつくる」市民へ。 

 

わたしたちは、２０２１年６月から「大阪の子ども施策を考える市民研究部会」を立ち上げ、

10年来の大阪の子ども施策を、子どもの生活の現場の実情に即して検証するという問題意識の

もと活動してきました。そして、２年間の活動を通して得た学びや気づきをもとに、本年３月７

日、『これからの学校と社会を変えていこう おとなと子どもの市民宣言』をとりまとめ、公表

しました。 

 

わたしたちは、日常生活においてもっとも身近な地域の公立学校が、すべての子どもが固有

の人格を持った個人として尊ばれ、いかなる差別もなく、どの子も安心して、心身の安全を保障

される環境で、分け隔てなくともに育ち合い学び合える場であってほしいと願っています。 

ただ、その願いは、願っているだけで実現するものではないということも学びました。 

 

日常生活の奥深くにまで、〈競争・管理〉の価値観はあたりまえのようにしみこんでいて、お

となは自分でも気づかないうちに、職場でも、学校でも、評価のまなざしにさらされることを

「仕方がない」こととして受け入れてしまいがちです。 

社会とはそういうものなのだということに疑いをもたなければ、社会に適応して高い評価を

得られるような能力を身に付けることが「生き抜く」術なのだからと、「もっとがんばれ」「もっ

と学力を」「コミュニケーション能力を」と、よかれと思って子どもを追い立ててしまうかもし

れません。また、そのように子どもを追い立てていくかのような施策を良きものとして受け入

れ、支持してしまうかもしれません。 

 

わたしたちは、いつの間にか、社会はわたしたち自身でつくりあげているものだということ

を学べなくなってしまっているのではないでしょうか。 

何か問題が起こったときに、問題にかかわる当事者どうしで意見を交わし合い、それぞれが

納得し合える解決策をいっしょに見出していく対話の機会をじゅうぶんに積み重ねることな

く、おとなになってしまったのではないでしょうか。 

 

わたしたちは、いまここから、取り戻していきたい。 

わたし自身がこの社会をつくりあげている存在であるという実感を。 

困ったときに助けを求めれば必ず応えてくれる人がいるという信頼を。 

その実感と信頼を土台に、〈競争・管理〉の価値観に飲み込まれることのない人とのつながり

を編みなおし、〈協働・自治〉の文化をつくっていきたい。 

 

わたしたちのこれからの活動は、「子ども施策を考える」地点から、「文化をつくる」地点へ

と、歩みを進めます。 

いまを生きる子どもたちとともに。 

いのちがいのちとして尊ばれる社会のために。 

 

 ２０２３年6月 8日           

〈協働・自治〉の文化をつくる市民研究部会 

 


